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第 13分間麗勝県大会ヘ

我
綿
子
市
崎
市
附
関
係
ポ
ン
プ
州
知

法
大
会
は
、
公
る
公
開
月
一
一
十
九

a
M

郎
総
終
的
山
中
、
湖
北
品
開
の
吉
本
小

後
数
予
蜘
崎
地
に
お
い
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

各
分
間
出
と
も
市
民
の
み
な
さ

ん
の
尊
い
入
金
と
鈴
綴
な
削
町
議

を
守
ろ
う
と
い
う
淡
必
然
に
あ

ふ
れ
、
門
口
緩
め
絞
殺
を
光
分
発

柑
押
し
、
い
ず
れ
も
後
劣
を
つ
け

が
た
い
巧
み
な
淡
技
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

経
密
な
る
審
査
の
線
問
端
、
訂
向

機
動
力
ポ
ン
プ
は
第
十
‘
一
一
分
間
関

(
中
墨
絵
奴
)
が
、
ポ
ン
ブ
由
日
致

事
は
第
二
十
一
分
側
関
{
都
地
区
)

毎
牟
か
世
ら
ず
と
い
っ
て
い

い
ほ

E
や
っ
て
く
る
会
開
吟

続
本
の
ど
こ
か
へ
上
抽
出
す
る

か
‘
と
馳
挫
し
な
く
て
も
本
土
緩

く
を
巡
っ
て
大
雨
を
降
ら
せ
て

い
き
ま
す
む

こ
の
大
約
め
だ
め
葬
地
で
山
山

水
騒
容
が
住
之
号
毛
す
が
、
市

岨
倒
防
問
機
は
に
れ
に
緩
え
、
水
紡

油
開
制
閥
を
行
な
い
ま
し
た
。

中
川
品
る
七
月
二
十
七
釘
終
孫
子

市
・
抗
柏
市
共
縫
に
よ
り
浴
時
撤
総

先
の
却
制
緩
相
川
堤
防
に
お
い
て
一
隣

市
長
を
は
じ
め
淡
隊
問
随
一
一
一
河
口

六
十
同
開
お
が
務
総
し
ま
し
た

c

級
制
州
は
策
常
時
土
木
事
務
所
か

ら
山
附
て
い
た
だ
き
、
一
向
済
的
揃
哨

家
の
た
め
堤
妨
か
ら
潟
水
し
た

守
あ
る
い
は
決
綾
す
る
め
を
決

然
に
時
間
ぐ
た
め
各
機
内
泌
総
を

行
会
い
銅
器
材
貯
と
肉
料
綴
を
滋
め
ま

4

・Fe
--地網

棚
閥
命
的
狩
っ
た
後
、
海
上
自

衛
隊
下
総
墓
地
再
協
力
に
よ
り

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
抽
出
い
、
物
流
雌
刊

さ
を
が
ら
の
水
協
持
者
数
紛
糾
綴

を
行
な
い
ま
し
た
ι

l
i
i
i
i
i
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八
V
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l
l
i
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が
そ
れ
ぞ
れ
砕
年
に
続
き
優
勝

w
ま
し
た
@

可
機
動
力
ポ
ン
プ
椛
問
機
内
務

十
三
分
間
は
、
八
閥
均
九
日
に
行

な
わ
れ
た
千
猿
線
下
中
市
附
町
村
消

防
開
閉
山
ポ
ン
ヅ
徐
州
開
大
会
に
我
孫

子
文
総
代
炎
と
し
て
お
説
明
し
ま

し
た
a

総著書の成果を発燃し敬遠tニ処返します

帯
一
液
晶
時
お
篠
崎
革
岬
笠
宮
内
み
を
さ

ん
か
ら
、
税
金
七
万
何
世
制
作
事

丸
ま
し
た
な

中期比
u.

さ
っ
そ
く
紛
然
資
金

貸
付
基
本
車
と
し
て
輪
開
府
き
せ
て

い
た
だ
き
ま
寸
e

V
中
野
芳
子
宰
ん
(
吉
秀
十
一

か
ら
役
山
中
野
茂
参
事
〈
務
総
務

担
州
国
設
〕
円
香
典
念
十
万
m
門
め
議

付
が
る
号
ま
し
た
‘

修
学
資
血
痕
時
抗
付
総
念
と
し
て

模
湾
き
サ
て
い
た
だ
き
ま
す
¢

第1岡
市民水畿大会

第
一
関
市
民
水
晶
体
大
会
を
次

の
と
お
り
関
縫
い
た
し
ま
す
。

亨
剣
臼
九
月
二
時
〈
刊
誌
〉

叩
附
)
火
中
止

V
酷
吋
制
問
午
前
九
日
か
ら

V
場
開
問
中
期
限
γ
1ル

V
雌
鴨
緑
一
人
一
一
種
目
ま
で

①
小
学
生
町
議

自
市
出
「
閤
均
台
γ

取
っ
M

一女
a

一一笈
M
削

平
泳
一
隅
ヴ
五

C
M出

一
女
・
五
OMM

eぷ
市
学
級
の
部

岳
山
間
一
男
・
一

O
O
M

一
女
・
五
ハ
〉
M

平
山
部
一
楠
マ
一
ハ
U
O
M

一仁淀

e
d
O
O
M

設を寝いり;ま
あなたの揖です

今
牟
で
検
由
常
警
笈
官
山
城
簿
作

二
十
五
田
同
年
に
な
り
ま
す
¢

こ
の
出
内
務
は
次
的
と
お
り
で

す
e検

察
機
窓
会
と
は

明
暗
挙
人
名
簿
を
も
と
に
し
て
、

く
ヒ
で
え
ら
ば
れ
た
災
総
人
的

代
表
者
H
十
一
人
的
協
税
務
緩
や
対

異
ー
が
、
検
税
制
隊
内
包
習
の

や
ワ
か
た
を
獲
得
一
す
る
た
め
め

鱗
波
明
、
す

G

ど
ん
な
し
ご
と
か

校
側
常
震
の
し
た
不
経
訴
処
分

的
よ
し
あ
し
を
務
殺
す
る
の
が

お
も
な
仕
事
m
ご
つ
で
す
む

検
樹
常
務
官
就
会
は
、
そ
の
た
め

に
会
、
検
仲
間
管
内
つ
〈
っ
た
不
起

特
時
リ
涼
一
一
芳
・
五

O
M

一
女
・
覚
。

M

@
一
毅
的
強
附

肉M
阪
一
一
鈴
，
・

0
C
M

m

女

e

一O
O
M山

本
日
開
↓
男
・
一

O
C
M
M

一
女
・
一

O
O
M

背
泳
一
努
・
一

C
C
M削

一
女
島
氏
。
M
M

パ
タ
一
…
労
・
ズ
U
O
M

一
女
e
f
品

O
M

wv
験
制
刷
縁
組
器
科

ザ
憎
し
泌
み
八
符
弓
三
十
一
日

ま
で
教
育
委
員
会
役
会
晶
体
ロ

同
時
へ
(
電
)
八
二

l

…
笈

一
内
線
二
九
一
一
一

占
師
向
叫
綿
綿
密
淡
べ
た
り
、
必
要
に

応
じ
て
紙
人
を
呼
ん
だ
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
宮
内
盗
殺
分
な
ど

も
し
て
議
決
を
し
ま
す
c
i
i
a

そ
の
議
決
を
参
考
に

L
て
、
殺

事
乏
が
事
件
げ
を
知
的
泌
す
べ
き
だ

と
考
え
た
と
き
は
、
起
訴
の
手

絞
が
と
ち
れ
ま
す
c

あ
な
た
は
こ
ん
な
場
合
ど
う

し
あ
ら
よ
い
か
?

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
織
刷
機
放

な
ど
、
犯
線
約
機
擦
に
あ
っ
て
、

警
祭
や
検
然
げ
に
訴
え
た
が
、

検
察
物
胞
が
そ
の
事
件
を
裁
判
明
ト
い

か
け
て
く
れ
を
い
ι

ど
う
も
な

う
と
く
で
き
な
い
ι

ー
!
と
ん

金
不
満
を
も
っ
て
い
る
か
た
は

い
ま
せ
ん
か
?

そ
う
い
う
か
た
は
宅
そ
の
ま

ま
泣
趣
向
枕
入
り
し
を
い
で
、
検

察
務
官
材
会
に
ど
ね
談
く
だ
さ
い
e

な
お
、
審
査
の
申
立
に
は
繁

湾
M
H
a
M
W

か
か
り
ま
せ
ん

ζ

申
込
み
は
、
判
官
一
戸
検
的
晴
樹
柑
盛

会
(
松
戸
絞
殺
溺
総
務
総
且
千

葉
地
劣
後
制
判
然
絵
一
一
μ
支
部
内
)

鐙
組
防
組
問
一
一
同
{
六
一
一
)
六
一
三
一

せ療おでと本 る{憂考 f也 l之総う芸菩命的が 止をスこ袋三
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鳳
取
返
‘
滋
践
を
肝
枇
街
中
場
所
や

物
品
〈
期
間
開
聞
な
ど
〉
的
措
陣
列
場

品
開
と
し
て
使
用
す
る
人
が
ふ
え

て
い
ま
す
広

ま
た
、
州
開
港
な
ど
向
上
に
緩

ハイ I 4 6 4 9 

こちらはヨロシク番

すぐできるものは
議室ちに処理します

望書渓ザーピス線

か
な
い
で
家
町
中
で
絞
発
あ
る

い
は
保
管
し
て
く
だ
さ
い
e

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
お
こ

る
交
滋
官
半
数
的
防
止
の
た
め
、

七
月
十
一
設
か
ら
九
月
十
時
ま

で
の
一
辺
終
燃
は
、
道
路
を
広

〈
附
賞
金
に
つ
か
う
運
動
強
制
附
月

間
で
す
客

よ
ろ
し

1
ご
協
力
〈
だ
幸
い
e

る，、主活のみもし広報誌日常

841 
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事お窃伊

殺
濯
、
際
的
に
お
い
て
震
外

広
血
荷
物
に
よ
る
歩
行
者
的
事
故

が
制
制
緩
き
発
生
し
て
い
ま
す
。

車
時
中
市
内
に
お
い
て
も
援
外
広

告
紛
が
縁
組
貯
一
時
で
数
議
苦
れ
て

お
り
場
え
る
…
労
で
す
が
、
段

級
車
、
部
精
油
梯
を
…
阻
噌
叫
鴻
犯
し
て

務
総
に
務
故
防
止
を
緩
む
も
の

で
す
。閣

情
校
、
拙
問
地
昨
一
円
で
欄
抑
山
山
し
て

為
る
蹴
臓
外
広
品
吋
物
‘
あ
る
、
は

援事 v ;::: 
り 宛体関
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輸

も
的
は
酔
許
昨
耳
可4

由
申
叩
請
を
し
て
〈
だ

寺
い
。許

可
を
受
け
る
と
市
管
理
課

か
ら
初
凶
町
一
許
可
蓄
を
発
行
い

た
し
ま
す
の
で
貼
っ
て
く
だ
寺

な
お
、
こ
内
違
反
物
件
に
つ

い
て
は
飼
則
的
法
律
が
あ
り
ま

す。

(曲宮田明捕時〉

会場

領主上センター

我孫子中苦手公民童書

編主主センタ

?福祉センタ

学校

S長会長苦

言語花会中央集会所

詩書統合中古島議会所

者智 会主 小会幹才空

中毒争 j二号誉学童書

争議後センタ

問
同
盗
品
e
識
を
受
け
て
い
る
方

が
、
つ
ぎ
の
い
ヴ
れ
か
に
惑
で

は
ま
る
よ
う
な
こ
と
が
品
り
ま

し
た
ら
‘
は
や
め
に
尽
余
儀
浮

金
繰
ま
で
続
出
し
て
下
さ
い

U

1

受
給
者
が
柏
臨
め
併
用
波
野
川
内

に
杭
戦
出
向
し
た
絡
会
〈
中
市
内
総

燃
も
含
み
ま
す
づ

2

氏
名
金
融
株
…
燃
し
た
と
草
色

3

級
品
刊
〈
後
期
閣
議
線
〉
付
制
緩

木
一
地
水
町
節
約
に
つ
い
て
は

か
お
て
か
ら
ど
総
力
を
綴
っ
て

お
り
ま
す
。

七
・
入
伺
丹
は
一
時
後
水
を
品
問
う

月
で
す
が
も
数
近
、
浄
水
…
幼
か

ら
遠
く
掛
離
れ
た
機
織
で
位
、
制
制

と
夕
方
に
本
が
綴
か
ず
チ
ヨ
ザ

チ
ョ
ロ
や
幅
削
水
品
供
拙
騒
が
緩
い
て

お
号
ま
す
。

三
年
後
の
総
務
五
十
年
に
は
、

j
i
i
a
一
円
口
に
緩
求
す
る
品
棋
大

量
は
二
万
制
尚
子
ト
ン
と
殺
を
の

二
位
岡
田
明
主
主
る
予
定
で
す
e

こ
れ
は
、
一
人
当
号
一
自
に

三
否
耐
佼
う
と
し
て
・
八
万
人
分

の
回
丞
で
す
包

水
同
砧
相
情
開
棋
に
あ
る
わ
け
で
は

ゐ
り
ま
せ
ん
。

私
.
た
ち
は
、
水
道
的
役
円
以
を

不
湾
に
あ
げ
た
ま
ま
に
し
を
い

こ
と
、
総
と
タ
中
々
的
大
門
料
納
税
関
m

H
H

時
世
£
て
く
だ
さ
い
a

ま
た
、
…
出
成
後
期
m
し
た
拙
偽
申
向

緩まて fl 4 
j先 的すいや(ajイア次番
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i事 o宅P::;..J山第こど守こ?fl議案絡を
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戸何時々、唱:1誇}宅楚こ波長主し人が象 E喜
一〉袋」ふ品調1011等j兄主主義 iこだ長義主主党し

い本保イー、...， 11め主要にい 鋒とにと主主た
だ者軸ア 輔まえば告を与さ主義たに主
しおよ i党、つ後一号し場つき
ま究b () ‘号変て必至芸 た会い。
てに W 蓄整然いし六 録。て

も
う
お
演
み
で
す
か

住
宅
問
用
機
の
申
告
は
8
/引
ま
で

税
法
的

P

務
次
犯
に
と
も
な

い
開
制
定
資
産
相
慨
が
安
〈
な
り
ま

す
e住

宅
(
奪
回
出
・
待
問
問
後
窓
)

の
説
明
官
官
考
H
H

先
に
お
蹴
り
し
て

あ
る
住
宅
岡
市
総
の
母
音
惑
を
後

山
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
由
申
告
義
務
の
あ
る
方

川
W
出
国
分
の
土
地
に
注
宅
を
建
築

し
て
あ
る
方
(
貸
家
を
含
む
)

鈎
資
総
じ
住
宅
を
建
築
さ
れ
て

い
る
地
主

岬
貯
凶
刷
枠
拡
ゆ
喝
、
機
伎
と
市
嶋
崎
醐
，

E
柏
市
部
と
事
務
所
な
ど
)
は
も
仲
間

宅
蕊
分
が
磁
波
濁
鰍
慌
の
協
分
的

ご
い
み
た
な
い
場
合
は
、
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

甲
車
告
期
限

昭
和
問
問
ト
八
年
八
月
一
応
十
一

日
ま
で

V
提
出
先

帝
資
産
税
課
ま
た
は
各
支
所

V
申
告
書
の
お
入
方
法

わ
か
ら
な
い
い
白
川
は
資
産
税
諜
へ

害
時
の
状
況
等
を
毎
年
六
何
月
一
絞

め
状
況
に
つ
い
て
緩
認
を
す
る

た
め
の
届
出
で
す
。

時
晴
山
副
が
な
い
と
、
制
引
き
絞
い

て
受
給
率
民
弛
鳴
が
あ
っ
て
も
、
六

向
月
分
以
後
的
措
均
掛
革
手
品
一
的
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
〈
な

号
ま
す
向
で
必
ず
担
提
出
し
て
下

索、い。そ
め
然
、
詳
し
く
お
知
号
に

を
号
た
い
中
々
は
、
民
生
担
開
催
午
生

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
総
八
二

l
一
一
五
一

内
線
二
三
一
一

免
許
誌
の
講
蛸
間
会
は

や
線
下
榔
阿
年
館
に
変
更

和
時
淵
湘
火
線
段
行
な
っ
て
い
た

除
動
機
液
凝
免
批
判
絞
め
議
瑚
閥
会

は
や
線
下
榔
関
学
餓
に
崩
乱
獲
い
た

し
ま
し
た
の
明
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
励
際
交
小
前
後
悶
刷
会

小

製

特

殊

Am
鯵
取
得
続
四
商
品
制

内
民
泊
胤
嶋
監
の
数
制
哨
じ
と
も
な
い

幾
紛
作
議
問
問
小
双
帆
村
臨
時
的
動
機

九
粉
、
つ
ん
機
〉
に
よ
る
滋
路
お

よ
び
、
は
楠
哨
せ
内
務
払
叫
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
を
米
跡
的
に
防

ぐ
た
め
、
小
削
府
特
殊
免
許
取
得

品
布
製
品
嚇
を
対
象
と
し
た
議
務
会

を
開
き
ま
す
。
.

内
容
は
交
通
法
制
摘
を
わ
か
り

や
す
〈
説
明
し
、
無
免
許
運
転

金
問
倒
的
問
い
い
持
制
情
城
蝋
期
的
本
線
が

制
吋
ば
れ
て
久
し
い
が
、
ザ
ナ
凝
然

も
そ
特
例
に
も
れ
ず
火
後
前
中
U
院

し
て
い
ま
す
a

そ
こ
で
総
制
緩
繍
附

曲
部
品
制
緩
蝋
期
的
資
総
を
も
っ
て
い

て
、
今
ま
で
に
絞
殺
を
翁
緩
巷

れ
な
か
っ
た
ガ
で
術
革
(
闘
機
的
絞
療

に
余
務
が
で
き
、
も
う
一
樹
慌
揃
捌

き
た
い
と
怒
っ
て
お
ら
れ
る
カ

が
あ
号
ま
し
た
ら
係
縫
説
明
お
よ

び
市
町
町
村
役
場
に
あ
る
終
褒
嬢

に
記
入
の
う
え
後
出
し
て
〈
だ

き
い
会な

お
、
後
楽
を
は
な
れ
て
い

た
期
総
が
な
が
く
、
統
帥
帽
を
た

め
ら
っ
て
い
る
方
的
た
昨
に
は

品鵠繍崎鴎糊端情削指
A

設
を
噌
党
総
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
内
縁
も
糊
倒
骨
庶
務
に
制
品
入
し
て

く
幻
幸
い
。

こ
の
総
合
滅
的
対
象
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
綴
泌
総
、
線
航
制
緩
欄
附

的
後
胤
憾
の
綴
耐
閥
的
な
ど
協
力
脅

お
側
開
い
し
ま
す
。

紬
脚
撒
鳳
榊
糊
欄
間
昭
和
川
悶
十
八
部
中

七
月
一

M
M
か
ら
昭
如
刊
縦
十
九
年

一
ぷ
同
月
三
十
一
院
ま
で
。

く
わ
し
く
は
、
約
係
紬
問
所
保

輪
開
指
導
線
脳
血
紙
同
ハ
V

間
七
一
|

六
七
ー
一
二
五
況
に
お
た
ず
ね

〈
だ
き
い
。

次
に
よ
呼
抽
出
時
開
設
備
士
試
験

を
行
者
い
ま
す
。

軍
試
験
方
洛
お
よ
び
毘
時

筆
記
試
験
昭
和
四
十
八
年

九
月
十
八
日
(
火
)

を
な
〈
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ど
し
ど
し
お
申
込
み
下
き
い
ω

V
申
込
期
間
八
月
二
十
五
日

ま
で

V
申
込
先
鋭
機
緩
輿
諜
幾
康

係
飯
町
簡
『
八
一
一
)
…
一
五

一
内
線
一
一
二
凶

wv
関
側
臼
時
・
会
場

出
叩
込
み
翁
に
リ
ほ
っ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
伺

行政相蹴
人権擁鱗相鱗

1<8R27日(月)
10時 311寺

公湖北ぬ支所

書県

館移

巡動

子
融
南
国
防
移
動
開
凶
轡
帥
蝿
，
ひ
か

実
技
試
験
昭
和
四
十
八
年

十
月
三
日
(
水
)
か
ら
凶
呂

(
木
)
ま
で

試
験
場
所
千
葉
市
内

干
願
書
受
付
期
間

り且宵
d
v

が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
湖

北
台
に
来
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
潟

〈
だ
き
い
。

V
巡
問
問
日
八
月
一
一
十
初
日

V
時
間
午
約
十
一
時
か
ら
午

約
十
，
曲
吋
凶
ト
分
抱
一

V
場
所
網
開
持
仙
台
国
出
池
内
五
十

六
琴
線
隣

市
賛
同
m

h
稿
料

組
歌
構
成
川
生
募
る

公
開
成
帥
総
務
感

出

V

M

崎
潤
淵
銃
一
…
勤
務

mA鼎糊噌問時

四

v
孫
柑
綿
入
蹴
閥
二
小
名

V
曲
叩
泌
総
線
八
月
…
…
ふ
各
派
円
U

V
廟・偽申
R
池
端
お
よ
び
岨
咽
~
腕

は
が
き
又
は
絞
殺
山
州
航
蹴
枕
村
品
物

的
上
山
中
央
公
臨
時
的
開
へ

盟館

て
い
た
だ
き
ま
す
。

間
唱
和
附
間
十
八
年
八
月
二
十
日

(
月
〉
か
ら
二
十
二
日
{
水
)

ま
で

V
申
込
先
お
よ
び
側
合
わ
せ
知

子
議
採
総
務
部
誠
妨
防
災
課

予
時
間
係
〈
後
滋

O
削
間
七
一
一
ー

二
三
!
刊
二
七
九
」

4
7
線
操
各
支
庁
総
務
畑
時
余
制
聞

係ゃ
・
噛
網
開
附
消
防
叫
胤
助
問
土
会
(
騨
胤

絞
り
阪
府
い
一
一

l
m問
一
五
六

波中ハ
今
削
闘
か
ら
は
娘
庁
、
中
流
出
川
、

消
防
総
備
士
会
絡
で
受
付
け
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
め
で

ど
絞
殺
下
品
い
。

千
諜
県
鶴
験
官
官
棚
縄

千
葉
県
欝
察
官
の
移
築
を
次

仰
と
お
っ
行
な
い
ま
す
。

V
採
用
予
定
人
員

労
手
続
察
官
約
一
↓
一
七
五
名

女

子

欝

察

官

約

五

O
名

V
採
用
予
定
制
冊
目

昭
和
四
十
九
年
問
問
月
一
日

?
申
込
受
付
織
燭

昭
和
位
十
八
年
八
月
二
十
日

か
ら
九
月
三
十
お
ま
で

〈
わ
し
〈
は
最
寄
的
警
察
署
、

派
出
所
、
駐
在
所
に
お
阿
問
い
合

せ
〈
だ
さ
い
e

ニ
の
メ
ガ
ホ
ン

知
り
ま
せ
ん
か

一
一
一
億
門
事
件
後
奈
本
筋
は
、

翁
Mm
犯
人
が
使
っ
た
中
に
ト
!

ア
祭
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

i
メ
ガ
ホ

ン
〈
務
担

i
一一一

O
三
滋
・
総
務

総
十
一
一
…
年
三
月
か
ら
後
祭
)
が

あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
お
気
づ
き
の
伝
説

が
あ
号
ま
し
た
ら
、
必
ず
駄
背
後

陣
リ
ぷ
脚
部
閉
門
中
事
件
蹴
視
官
就
本
務
騨
稿

料
納
ハ
〉
開
附
ニ
ヌ

i
ムハ側悶

i
八
円
)
九

八
へ
お
加
知
ら
せ
く
だ
普
い
。

会
終
っ
て
い
る
人
を
絞
っ
て
い

相令

官
級
人
に
綴
っ
た

官
凝
っ
て
や
っ
た

会
問
問
じ
も
の
を
ぬ
す
ま
札
た
、

な
く
な
っ
た

会
附
閉
じ
も
の
を
持
っ
て
い
る
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まず止まろう遵へ出るとき危いぞ/




